
平成２５年１１月２６日（火） 第１１５２号 

宮古市議会議員１９名が 
田老第６トンネルの工事現場を視察 

 平成２５年１１月２２日（金）、宮古市議会議員１９名の皆さんが、三陸沿岸道路「宮
古田老道路」の田老第６トンネル工事現場を視察しました。 
 田老第６トンネルの全長は２９４ｍで、平成２５年度内の貫通を目指し昼夜体制で掘進
しており、１１月２２日現在１７６ｍまで掘進しています。 
 参加した議員からは、「ロックボルト の間隔は？」（回答：約１ｍ）などの質問があ
り、トンネル工事に対する関心の高さがうかがえました。 
 （※ロックボルト・・・トンネルが崩れるのを防ぐために山に突き刺す５～６ｍ程度の鉄のクギ） 

▲戸嶋副所長が工事概要を説明 ▲トンネル内部に入って視察 

 三陸沿岸道路「宮古田老道路」は、宮古市松山から宮古市田老を結ぶ、約２１ｋｍの
自動車専用道路です。 
 現道の線形不良区間、津波浸水区間を回避し、走行性が向上するとともに、所要時間
の短縮により救援物資の輸送拠点となる久慈港と宮古市間のアクセス性向上、救急医療
施設への速達性向上等の効果が期待されます。 
 また、田老第６トンネルは、三陸沿岸道路（仙台市～八戸市）の平成２３年度第３次
補正予算による新規事業化区間（１１区間１４８ｋｍ）で初めて着手したトンネル工事
です。 

 ひとくちメモ・・・三陸沿岸道路  「宮古田老道路」 
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